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令和４年１１月１０日  

  政 策 経 営 部 

教育委員会事務 局 

  

令和４年度世田谷区総合教育会議の実施結果について 

 

１ 主旨 

  「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき設置した、首長と教育委員会の

協議の場である世田谷区総合教育会議を下記のとおり開催したので、報告する。 

 

２ 会議概要 ※詳細は別紙１のとおり 

（１）第１回世田谷区総合教育会議 

  テーマ：「コロナ後を見据えた学びの変化について」 

      「世田谷区教育大綱の改定について」 

  形 式：会場及びオンラインライブ配信（会場傍聴９名 オンライン視聴２９名） 

※YouTube区公式チャンネルにて動画配信を実施している。 

    （視聴数：５１７回（１１月８日午前９時時点）） 

質 問：当日の傍聴者、視聴者からの計９件の質問が寄せられた。 

    当日回答できなかった質問については、区ホームページで回答を掲載している。 

（２）第２回世田谷区総合教育会議 

  テーマ：「不登校・ひきこもりの子どもの学び」 

      「新たな教育大綱策定に向けて」 

  形 式：会場及びオンラインライブ配信（会場傍聴２６名 オンライン視聴１３７名） 

※YouTube区公式チャンネルにて動画配信を実施している。 

    （視聴数：３３９回（１１月８日午前９時時点）） 

質 問：当日の傍聴者、視聴者からの計３３件の質問が寄せられた。 

    区の不登校支援、ひきこもり支援に関する質問については、後日区ホームペ 

ージにて回答を掲載する。 

 

３ 第１回世田谷区総合教育会議の主な内容 

（１）「コロナ後を見据えた学びの変化について」 

  主な意見は以下のとおりである。 

 ・子どもたちは、様々な体験を通して行動の仕方を学び、自信をつける。コロナ禍で体験

の機会がなくなると、将来への夢や希望が持てなくなることもある。 

 ・学校教育の現場では、学校行事が重要である。身体性、非認知的能力を共有し、自分の

幸せ、可能性、役目を見つけることにつながる。 

・学校の教員が一点集約的に期待されるのではなく、地域全体が世田谷区の教育資産にな

ることを目指していく。 

・芸術文化、自己表現など、特別な才能を開花させるような学校があってもいい。 

・学力＝テストの点数という根強い考え方があって、それを変えていかなければいけない

と思う。 
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（２）「世田谷区教育大綱の改定について」 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１条の３第２項に基づき、地方公共団体の

教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱（以下、「教育大綱」という）の

一部改定について協議を行った。 

  なお、次の教育大綱に向けて、総合教育会議で区長と教育委員会による議論を積み上げ

ていくこととなった。 

 

４ 第２回世田谷区総合教育会議の主な内容 

（１）「不登校・ひきこもりの子どもの学び」 

主な意見は以下のとおりである。 

・教育的配慮、精神的配慮、福祉的配慮、医療的配慮と様々な関係者が関与していかない

と、なかなか解決には至らない。対応の要となるスクールカウンセラーをはじめ、「チ

ーム学校」として、専門家を交えた対応が必要になってくる。 

・オンラインの活用によって自宅での学習を出席扱いにしたり、自宅や学校以外の場で学

習した成果を成績評価に反映する、ほっとスクールの定員を増やしたり、不登校特例校

を増やすこともこれから必要になってくると思う。 

・学校の教員は、一生懸命対応しているが、「教える」という一方向の視点から、双方向

の視点に変えていくことが必要になる。 

・学校の区切りを明確にするのではなく、学校の外側にもそれぞれの居場所があるべき。

そういった居場所を推進していく。 

・学校そのものが大きく変化をしなければいけない時期に来ている。行くこと、学ぶこと

が楽しいと思える、様々な制度の活用を検討していく。 

 

（２）「新たな教育大綱策定に向けて」 

主な意見は以下のとおりである。 

 ・社会の価値観が多様化して、子どもたちの思考性も多様化している。学校は、子どもに

とって楽しく学びができるところにならなければならないと思う。 

・コロナ禍で地域との連携が希薄になったことを取り戻すため、新たな取組みの構築、そ

れを発信していくことが必要になると思う。 

 ・学校は、学校の中だけで学ぶものではないと思う。地域ごとに、児童・生徒と地域をつ

なぐ拠点ができないかと考えている。 

・探究的で対話的な深い学びを獲得していく必要がある。 

 ・本日の意見交換も踏まえ、大きく変化する時代におけるこれからのビジョン、方向性に

ついて、次回以降の総合教育会議でさらに議論を深めていく。 
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別紙１ 

 

 

 

令和４年度世田谷区総合教育会議概要 

 

 

（１）第１回世田谷区総合教育会議 

日 時：７月３０日（土）午後２時～午後４時４０分 

   会 場：教育総合センター 研修室「たいよう」  

   形 式：会場及びオンラインライブ配信 

内 容：①「コロナ後を見据えた学びの変化について」 

（ⅰ）基調講演 

          大字 弘一郎 氏（全国連合小学校長会長 下北沢小学校校長） 

          青柳 正規 氏 

（東京大学名誉教授 公益財団法人せたがや文化財団理事長） 

       （ⅱ）区長と教育委員会による意見交換（ゲスト：青柳氏） 

        

②「世田谷区教育大綱の改定について」 

（ⅰ）区長と教育委員会による協議 

 

 

（２）第２回世田谷区総合教育会議 

   日 時：１０月２２日（土）午後１時～午後４時 

   会 場：教育総合センター 研修室「たいよう」  

   形 式：会場及びオンラインライブ配信 

内 容：①「不登校・ひきこもりの子どもの学び」 

（ⅰ） 世田谷区の不登校支援について 

（ⅱ） 基調講演   

                斎藤 環 氏（筑波大学教授）  

（ⅲ） 区長と教育委員会による意見交換（ゲスト：斎藤氏） 

 

②「新たな教育大綱策定に向けて」  

（ⅰ） 基調講演   

                汐見 稔幸 氏（東京大学名誉教授）  

（ⅱ） 区長と教育委員会による意見交換 
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